
一次データを待たない国家は、なぜ不安定化するのか
──自律分散非同期（SoS）の視点から見た「評価前判
断」の危険性
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Summary

本稿は、国家を家計、企業、財政、金融、行政、外交、安全保障など複数の自律したサブシステムから
成るSystem of Systems（SoS）として捉えます。各サブシステムは非同期に動くため、一次データが十分
に揃う前に中央が全体状態を決め打ちする「評価前判断」は、遅行データの無視、局所状態の全体化、
同期失敗を招くと整理します。結論は、賛否や政権評価ではなく、SoSを安定運用するには一次データの
集積と非同期性の尊重が必要だという構造論に置いています。

Key Points

国家のように複数の自律したサブシステムが非同期で動くSystem of Systemsでは、全体状態を把
握するには一次データの集積を待つ必要があります。本稿では、一次データが十分に揃う前に中
央が全体判断を固定する「評価前判断」を、SoSにおける同期失敗の問題として整理します。論
点は特定の政権や政策の賛否ではなく、一次データ・二次データ・非同期・再同期をどう扱うか
というシステム設計と運用です。
一次データと二次データを分け、非同期で動くサブシステムの状態が揃う前に全体判断を固定す
ることの構造的リスクを確認する。
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